
冬休みに向けて 
～息抜きをしつつ計画的な冬休みを～ 

冬休みは身体と心を休める大切な時間です。しかし、

ただ休むだけではせっかくの休みも無駄になってしま

います。 

夏休みが終わってから、体育祭、生徒総会、考査、

講習、部活動遠征などたくさんの活動があったことで

しょう。それだけではなく、友達や家族との関係、進

路など悩んだり考えたりすることもたくさんあったこ

とでしょう。その生活の中で、いつの間にか惰性で過

ごしたり、頭が追いつかなくて何も考えないことにし

たり、面倒だからといって手を抜いたりしたことはあ

りませんでしたか。もちろん、それが全てダメだとは

言いません。短いようで長い人生、長いようで短い人

生、全てのことが経験となります。それも、一人ひと

りにとっての大切な経験の時間だったと思います。そ

の時間について冬休み中に反省をし、改善していく準

備をしたらどうでしょうか。 

まずは、ゆっくり休養をとり身体と心を休めてから、

これまでのことについて考えみませんか。そして、こ

れから自分がどうしていくかを考えてみませんか。１

年生は高校生としての基本的な姿勢について、２年生

は進路について、３年生は就職進学の準備について考

えてみましょう。 

宿題もたくさんあるかもしれませんが、とにかく、

まずは休んで、その後、だらしない生活にならないよ

う自らを律して生活してください。冬休み明け、新た

な一歩を踏み出そうとする皆さんにお会いできること

を楽しみにしています。 

インターンシップ 

２学年では 11 月４日

(水)にＡ組、５日(木)に

Ｂ組の生徒がインターン

シップに取り組み、勤労

観・職業観の育成と就職後の適応力と定着率の向上を

図りました。 

新型コロナウイルス感染症対策として直前で発熱な

どの症状のあった生徒数名は参加できませんでしたが、

職業研究を行い社会に出るにあたっての心構えやイン

今後の学校生活でどのようなことを意識するのかを考

える良い機会となりました。 

実際に参加した生徒からは「今までは学校生活と実

社会のつながりがイメージしづらかったが、インター

ンシップを通じて日頃の挨拶の重要性や勉強する必要

性を実感し進路実現に向けて意欲を高められた。」など

の感想がきかれました。 

例年の２日間実施と違い、今年は感染対策のため１

日という短い時間でしたが、学校生活だけでは学ぶこ

とのできない地域とのつながりを生徒が感じることが

でき教育的効果の大きさを実感しました。このような

社会的状況の中でも高校生の進路実現のためにご協力

いただいた事業所の皆様には厚くお礼申し上げます。 

12 月 11 日(金)には１・２学年で、インターンシッ

プ報告会を行い、２年生は成果をまとめて発表するこ

とにより成果の共有と深化を図り、１年生は来年度の

インターンシップに向けてのイメージづくりと進路意

識の向上を図りました。 

公開授業週間 
11 月９日(月)から１週間、公開授業週間を実施しま

した。保護者や近隣の教育関係各所へ案内を配付し、

多くの方々への参観を案内して実施いたしました。 

参観に来て下さった方には、アンケートも記入して

いただきました。ご協力ありがとうございました。今

後の授業改善に向けて活用させていただきます。 

また、この公開授業週間は本校の教員間の中での公

開授業でもあり、お互いの授業を見学しながらより良

い授業にするための意見交換を行い、授業力向上に努

める絶好の機会となりました。令和４年度からは、新

学習指導要領による新しい取り組みが始まります。評

価の仕方も含めて変更するとことが多々あり、それに

合わせて授業やその計画も変えていく必要があります。

常に研鑽を重ねることを忘れずに取り組んでいきます

ので、今後ともご協力よろしくお願いいたします。 

進路ガイダンス 

11月 9日（月）、１・２

年生を対象に進路ガイダ

ンスを行いました。講師

としてリクルート北海道

の田村睦美キャリア教育

コーディネーター、天塩

町地域おこし協力隊の久保綾香隊員をお招きし、社会

で必要とされる人材について、海外留学の経験談や進

路選択についてご講演をいただきました。 

講演後の感想に目をとおすと「やはりコミュニケー

ション能力が大切なので学校生活でも意識したい」「進

路について視野を広げたいと思った」「やるべきことを

やる」など、１、２年生が対象ということもあり、ま

だ進路について考えがまとまっていない生徒も大いに

刺激を受けたことが分かりました。反面、具体的に何

をするべきか、考えを深めなければならない課題も見

えます。「コミュニケーション能力ってなに？」「なに

をしたら視野が広がるの？」「最もやるべきことはど

れ？」と聞き返されたら、どれくらいこたえられるで

しょうか。 
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進路に関心を持ったら、次は話しやすい先生をつか

まえましょう。具体的に考えるサポートをしてくれま

す。進路活動はそこから始まるのです。 

後期生徒総会 
11月 10日(水)、後期生

徒総会を実施しました。 

執行部と各委員会の前

期の活動反省や後期の活

動計画について提起され

ました。質疑応答では、後期の各委員会の取組内容に

ついての質問や要望が多く挙がりました。それに対し

て各委員長からは、前期の反省を生かしながら後期も

取り組んで行くという趣旨の返答がありました。今後、

責任をもって活動に取り組んでいくという強い意気込

みが感じられました。 

参加した生徒からは「活発な発言があり、それに対

して各委員会がしっかりと考えてくれていた。」という

今後の生徒会活動に大きな希望を感じられる感想を聞

くことができました。 

これからも生徒会執行部を中心に、それぞれの委員

会が活発に活動し、生徒自らの手で本校をこれまで以

上に盛り上げていってくれることを期待しています。 

防犯及び薬物乱用防止教室 

 11 月 11 日(水)、天塩警察署の生活安全係長にご来

校いただき防犯及び薬物乱用防止教室を実施しました。 

 教室では、犯罪の被害者にならないよう気を付ける

ことや、加害者になった場合は人生がどうなるか、そ

して、薬物の恐ろしさについてご講演をいただきまし

た。 

 「普段使っている風邪

薬なども使い方を間違

えれば薬物乱用にな

る。」「自分の人生だけで

なく、周りの人の人生も

壊してしまうことにな

る。」など、生徒は真剣

に話を聴いて犯罪や薬物について考えていました。 

この教室で学んだことを、一人ひとりが生かし、自

分や他者の命を大切にして人生を送ってほしいと願い

ます。 

筑波大学との連携事業 

11月 14日(土)～15日(日)、天塩町の協力により筑

波大学理工学群社会工学群類都市計測実験室の大澤義

明教授をはじめ大学院生、学部生のご指導を受けてワ

ークショップが行われました。 

本校からは希望者を募り、16 名の生徒が参加して、

天塩を魅力あるまちにするためのグループワークを行

いました。１日目は現状分析、課題把握、現地調査、

企画・立案を行い、２日目は発表準備の後、午後から

発表会を行いました。 

Ａ班は地域と交流し、学校祭を改革し、天塩高校の

魅力を中学生にＳＮＳで発信し入学生を増やす、Ｂ班

は天塩の特産品を活用して、冬のイベントを復活し、

０円食堂でおふくろの味をクッキングしバズらせる、

Ｃ班はオロロンルートを回り各地域の特産品を具材と

して集めて鍋を作るという提言を行いました。参加し

た生徒からは、「自分では思いつかないアイディアばか

りで勉強になった」「初めて参加したけど楽しかった。

コロナ禍の中、筑波からきてもらえて感謝してます。」

「町だけではなく天塩高校の活性化にもつながるアイ

ディアを出すことができた。この経験を今後の高校生

活につなげていきたい。」などと語っていました。 

11 月 22 日(日)には、オンラインで筑波大学高大連

携シンポジウムが開催され、東京や茨城の高校の合計

５校が参加する中、本校からは１年生３人が参加して

提言内容を発表しました。参加生徒は「基調講演の渋

滞のメカニズムの説明がわかりやすくおもしろかっ

た。」「緊張したけどうまく発表できた。」「英語で発表

した高校がありびっくりした。」など充実した様子でし

た。 

横断歩道を渡る？渡らない？ 
朝、職員打ち合わせが終わった後、校門前に立って

いると、登校してきた生徒たちが元気よく「おはよう

ございます。」と挨拶してくれて元気をもらっている。

中には、声は出さないが目を合わせてぺこりと頭を下

げる生徒もいるが、気持ちが伝わってくる。雪の降る

季節になり、ジャンパーを着忘れて立っていると「寒

くないですか。」と気遣ってくれる生徒もいる。横断歩

道の雪かきをしていると「ありがとうございます。」と

か「ご苦労様です。」と声をかけてくれる生徒もいて、

ほっこりさせてくれる。うちの学校はいい子が多い。 

学校前の横断歩道を渡れるようにと可能な限り雪か

きをしているが、観ているとキチンと横断歩道を渡る

生徒もいれば、交差点を斜めに渡る生徒もいる。面倒

くさいという気持ちも分かるが、車に引かれたらどう

するのか？止まってくれているドライバーも見ている。  

子どもたちの歩む道を複数整えて可能性を広げ見守

る、道を踏み外したら正してあげる、それも我々大人

の役割であろうと思いながら、明日も生徒たちに会う

ことを楽しみにしている。 

 

25日 金 全校集会

26日 土 冬季休業～1月17日

29日 火 学校閉庁日～1月3日

1日 金 学校閉庁日～1月3日

13日 水 2学年天高ＣＡＭＰ～1月15日

15日 金 道民交通安全の日　授業料口座振替日

16日 土 大学入学共通テスト～1月17日

18日 月 全校集会

1日 月
３学年家庭学習期間～2月25日
天高交通安全の日

9日 火 卒業認定会議

15日 月 道民交通安全の日

16日 月 後期期末考査～2月18日

２月の主な行事予定

12月の主な行事予定

１月の主な行事予定


